
児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 山ノ本児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

(2)遊びの教室活動

コマあそび 24 6 176 8 4 194
巻き方、持ち方、投げ方、片付け方などの基本から技を練習す
る。

上級生が下級生に、コマの回し方などを教えてくれ
たので、交流が深まった。また、検定を行い、色々
な技がせきるようになると、とても喜んでいた。

中高生の卓球 19
17時以降「中高生の時間」を設けて、中高生が卓球やサークル活
動等が出来るようにしている。

今年度は中高生の来館がなく、参加者はいなかっ
た。

(3)行事活動

お腹の健康教室 1 18 1 7 2 28 ヤクルトの方から腸内環境について学ぶ。
便についてや腸についての説明を分かりやすくお話
されていたので、子ども達も楽しく学ぶことが出来
た。

エコの日 12 3 218 3 15 3 242
毎月16日「エコの日」として、遊びやクイズを通して、ゴミの分
別の仕方を学ぶ。

遊びながら学ぶことで子ども達も楽しく取組むこと
が出来た。また「南部まち美化事務所」の方からお
話をしていただくことで、より詳しく学ぶことが出
来ている。

認知症サポーター養成講座 1 23 4 12 39 認知症の対応について、子どもができるサポートを学ぶ。
クイズを通して、認知症の症状について学ぶことが出来た。

今後も引き続き講座を行い、子ども達に周知したい。

児童館まつり 1 7 30 5 1 33 7 7 90
UFOキャッチャーやもぐらたたきなど、様々なコーナーを設営し、おまつりを行う。
劇団の方と高学年クラブで話し合い、テーマ等を決め、準備して作り上げた「おばけやしき」に入
り、楽しむ。

様々なコーナーとおばけやしきを両方行うことで、
内容が充実し、利用者の方に喜んでいただけた。
おばけやしきは、今年度は怖さを2段階に分けて行う
ことで、幼児さんも楽しむことができた。

楽気クリスマス会 1 3 15 14 3 1 1 9 3 49 学童クラブや高学年クラブが発表を行う。

学童クラブが、劇を披露し、高学年クラブがダンス
を披露する。練習の成果もあって、上手に発表でき
ていた。定番のビンゴ大会は好評で、毎回盛り上
がっている。

バレンタイン行事 1 19 19
ペアを作るゲームをしたり、お互いの良いところを書き合って発
表する。

絵合わせでペアになった子ども達の中には、普段関
わりのない子ども達もいたので、お互いの印象が分
からず、良いところなどが書けないことに苦戦して
いた。職員がアドバイスをすると、書きやすくなっ
たのか、スラスラと書いていた。

おみせやさん 2 20 49 8 13 3 38 10 141
高学年の実行委員が準備し運営するお店に、参加者がチケットを
持って買い物をする。また、工作やガチャポンも楽しむ。

だるま落とし・ガチャポン・だがしのコーナーなど
を行う。参加者も増えて、人気のイベントとなって
いる。だるま落しやワニワニパニックなどは、子ど
も達にも人気があったので、とても楽しんで遊んで
いた。

親子で食育 2 2 5 9 2 1 10 29
「京食知恵袋の会」の方の指導のもと、実際に調理をしながら、
親子で食について学び、考える。

食について学ぶ機会があまりないので、参加者の方
からは「勉強になった」と言う意見が多数あった。
また簡単に調理出来るように工夫されているので、
実践しやすいことも喜ばれていた。

お楽しみ工作 1 28 6 34 カゴにリボンを通して、オリジナルのカゴを作る。
子ども達には好きな色のリボンを選んでもらい、自
由にカゴにリボンを通してもらった。みんな集中し
て取組み、自分だけのカゴが完成すると喜んでい
た。

大そうじ 1 1 13 1 15 子ども達が使用しているロッカーを雑巾で拭く。 子ども達は自分のロッカーを雑巾がけする。ロッ
カーが綺麗になると、みんな喜んでいた。

(4)クラブ活動

きりがみクラブ 24 1 428 28 457 折り紙をはさみで切って、作品を仕上げる。
好きなイラストの型紙を選んで、作品を作る。時々
失敗もしていたが、徐々にはさみの使い方も上手く
なり、少し難しい作品も作ることが出来た。

けんだまクラブ 24 10 179 3 7 199 さまざまな技の練習をしたり、検定も行う。
最初はお皿に玉が乗らない子どももいたが、練習を
重ねることで上達した。検定も行い、いろいろな技
に挑戦し、クリアするととても喜んでいた。

オニムクラブ 24 6 183 10 8 207
ブロックオニム大会の参加に向けてオニムに親しみ、技術
の向上を図る。

大会が近くなると、子ども達は大会出場を目指し
て、一生懸命練習をしていた。クラブがない日で
も、自主練習をして、試合への意欲を高めていた。

高学年クラブ 28 3 26 48 7 84 ３年～６年生までの高学年が自分達で年間計画を立てて、「お店屋さん」や「お化け屋敷」「児童
館まつり」等さまざまな行事を企画、準備、運営する。

なかなか揃わないときもあったが、メンバーは協力
して企画・準備を行い、行事を盛り上げてくれた。

チャレンジクラブ 18 9 351 24 384 毎月、季節に応じた工作等を行う。
オリジナルの作品が出来るので、子ども達は喜んで
いた。工作が苦手な子どもには職員がサポートしな
がら行うので、最後まで作品作りができていた。

(5)地域間交流促進活動

ブロックオニム大会 1 1 1 4 6 地域の体育館で各館の代表選手が対戦する。
参加児童は、とても緊張している様子だった。普段
の練習の成果を発揮するよい機会となった。またオ
ニムを通して他館との子ども同士の交流が出来た。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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＜様式１０－１＞

児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書 山ノ本児童館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

避難訓練 12 2 205 5 11 2 10 235
一年を通して、月に１回、火災・地震・防犯訓練を順番に
行う。

子ども達と毎月訓練を行うことで避難の仕方を学ん
だ。訓練を重ねることにより、自分自身を守るため
にどうすべきかという意識も高まった。

交通安全教室 1 19 1 3 23
警察署の方より、自転車の乗り方などをパワーポイントを見なが
ら学習する。プリントの絵を見ながら、質問に対して子ども達が
答える。

今回はワークシートを行ったが、低学年には難し
かった。交通に関する間違い探しやクイズなどの方
が子ども達にとって分かりやすいので、次年度は検
討する。

防犯教室 1 19 2 5 26
警察署の方から防犯について学ぶ。また、平安レディースさんよ
り、「いかのおすし」についてのお話を聞き、そのあとダンスを
踊る。

今回は、不審者が来たことを想定し、実際に避難を
した。子ども達も真剣に話を聞き、防犯について再
認識することが出来た。

水害訓練 1 1 20 1 2 24 水害を想定して訓練を行う。
子ども達と水害の際の避難の仕方を確認する。浸水
想定区域内に該当することもあり、実際に団地の３
階部分まで、子どもと一緒に避難する訓練をした。

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。

令和6 (2024) 年度
参　　　　加　　　　人　　　　数

乳幼児
小１～３年 小４～６年
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＜様式１０－２＞

令和6（2024）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　　　　　　（　19　山ノ本　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

ふあふあくらぶ 24 10 10 20

もこもこくらぶ 31 35 35 70

キッズやまのもと 20 37 4 31 72

ぱんダっこクラブ 37 5 21 26

あみものひろば 12 31 31

よちよち・ふれあい・ひろば 1 21 5 5 1 6 38

児童館にて直接受理 36 健全育成問題 児童相談所
児童相談所 家庭養育問題 保健所
保健所 成長･発達問題 子ども支援センター

(3)子育て家庭相談・援助 30 子ども支援センター 教育問題 幼稚園･保育園
   活動 主任児童委員 非行･問題行動 32 小学校 36

6 その他 その他 中学校
総合支援学校

高校生 4 その他

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

お母さんが主体となって行うクラブとして、工作や手芸などを通して
交流を図る。

子どもが幼稚園や小学校に
行っている間に、おしゃべり
をしに来られる方もいた。話
をするだけでもスッキリして
帰られた。

地域在住の講師の方を招き、編み物を参加者に教えていただく。

参加者は作りたい作品を作ら
れていて、講師の先生にアド
バイスをいただきながら、皆
さん楽しんで取組んでおられ
た。

山ノ本こども園との共催で、工作やふれあいあそびなどを行う。

子どもの年齢 受　理　及　び　相　談　経　路 相　談　内　容 つないだ機関等

大型遊具などを配置し、身体を動かして自由に遊んでもらう。

初めて土曜日に乳幼児親子向
けのイベントを行う。４組の
方が参加され、子ども達も楽
しんで遊んでいた。近隣の保
育園からも参加していただ
き、とても賑わっていた。

保育園と共催で行うことで、
充実した内容を企画すること
ができたが、参加者が少ない
のは残念。

件数

0 257

件数 件数

「京都市家庭ごみ優良指定袋
　無料引換券」の引換え

随時 ごみ袋を受取りに来られた際に、乳幼児対象の行事のお誘い・お知らせをする。
引き換えの際、児童館の行事や取り組み・幼児クラブの案内をお伝えする
と、皆さん興味を持っておられた。

活　動　内　容

活動名 実施回数 活　　動　　内　　容 成　果　と　課　題

グループ名 成果と課題構成人数

マタニティウェアの回収 随時 不要になったマタニティウェアを回収する。 持参された方はいなかった。
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合　　　　計 125 108

おもちゃや子供服の回収 随時 不要になったおもちゃや子供服を回収する。 幼児クラブを利用されていた保護者や地域の方が、主に活用されていた。

10代・20代前半のパパママ
応援事業

随時
若い子育て世代の保護者を対象に、子育ての喜びや悩みを共感できる、仲間作りの
支援を行う。

若い年齢層の方がおらず、開催出来なかった。

利用者も徐々に増えて、毎回賑わっている。

36 36 36
－ － －

4 134

子育て・家庭相談

スマイル 3 「南区子育て支援ルーム」を利用される方への対応・子どもの見守り。

育成・支援内容

件数　計
36

小４～６年（自由来館）

小４～６年（学童）

中学生

小１～３年（学童）

5

件数

5 1

乳児
幼児
小１～３年（自由来館）

成　果　と　課　題

乳幼児親子を対象としたクラブ。第2・4・5金曜日に1時間の設定で、
体操・手遊び・季節の工作・運動あそびなどを行う。

出産などの帰省中に参加され
る方もおたれた。一時的では
あったが、子ども達も楽しん
で取組に参加していた。

乳幼児親子を対象としたクラブ。毎週月曜日に1時間の設定で、体操・
手遊び・季節の工作・絵本の読み聞かせなどを行う。

保育園に入園するまでの期間
に利用される方が多かった。
お母さん同士で保育園の情報
交換をしたり、子育ての悩み
なども相談されたりして、お
母さん方の憩いの場となって
いた。

参　　　　加　　　　人　　　　数
小１～３年 小４～６年 ボランティア 内　　　　　　　　　　　　　　　容乳幼児 中高生 大人 合計



＜様式１０－３＞

令和6（2024）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　19　山ノ本　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

シニア３Ｂ 23 129 129
講師の方が、道具を使って体操を指導されている。音
楽に合わせて体を動かすので、楽しんで参加されてい
る。毎年大会にも出場されており、皆さんハツラツと
されている。

シニアストレッチ体操 17 186 186
ゆったりとした動きの体操なので、無理なく参加され
ている。毎回お話をしながら体を動かし、皆さんの憩
いの場となっている。

ほっとすぺーす 6 1 22 23
地域の方や乳幼児の保護者を対象に、簡単な工作など
を行う。手軽に作れるものなので、皆さんに喜ばれて
いる。工程が難しい場合は、職員がサポートしながら
行っている。

みなみ～ず 10 405 5 76 486 体操を通して、地域の方とふれあう良い機会となって
いる。園児たちも毎回元気に参加している。

世代交流　ひだまりの会 1 14 25 2 6 13 60
子ども達と地域の方との交流の場となっている。遊び
を通してふれあうことで、子ども達と地域の方々との
つながりを深めている。

下・南ブロックやんちゃフェスタ 1 3 5 8
梅小路公園で行う。工作コーナーやあそびのコーナー
がたくさんあったので、子ども達はとても楽しんでい
た。

末広会（卓球） 41 182 182 無理のないように自分のペースで体を動かされている
こともあって、皆さんとてもハツラツとされている。

楽気クリスマス会 1 3 15 14 3 1 1 12 49

学童クラブや高学年クラブの子ども達が、ダンスを披
露する。練習の成果もあって、上手に踊れていた。今
回初めて「ディアボロ」や「ギター演奏」を取り入れ
たが、子ども達は楽しんで見ていた。定番のビンゴ大
会は好評で、毎回盛り上がっている。

第２ブロックオニム大会 1 1 1 4 6
初めて大会に出場する子どもが多く、とても緊張して
いる様子だった。普段の練習の成果を発揮するよい機
会となった。またオニムを通して他館との子ども同士
の交流が出来た。

公園であそび隊 4 1 1 2

日程が他館の幼児クラブと重なっていたこともあり、
一般の参加がなかったのが残念だった。次年度は日程
を変更し、幼児クラブの利用者にも参加を促してい
く。参加した保育園児は、シャボン玉や工作など、み
んな楽しんであそんでいた。

イオンに児童館がやってきた 1 50 45 95
乳幼児親子が気軽に遊びに来れる場になっており、子
ども達は工作や魚釣りをして楽しんでいた。パネルシ
アターでは、子ども以上にお母さん方が真剣に見てお
られた。

児童館まつり 1 7 30 5 1 47 90
フォトコーナーや遊びのコーナーを設ける。フォト
コーナーでは、家族で記念写真を撮られていたり、遊
びのコーナーでは、幼児さんも楽しめるように工夫し
ていたので、乳幼児親子にも喜んでいただけた。

上鳥羽夏の夜市 1 300 300 300 200 664 1764
学童クラブのダンス発表では、練習の成果もあって、
みんな上手く踊れていた。児童館コーナーでは、「な
んちゃって金魚すくい」を行う。子ども達に人気があ
り、保護者の方にも喜ばれた。

成望館のふれあいまつり 1 1 5 6

お菓子すくいやバルーンアート、マジックショーに参
加する。ビンゴ大会でビンゴになる子どもはおらず残
念そうにしていたが、教えてもらったトランプの扱い
を練習したり、お菓子やバルーンを見て、嬉しそうに
していた。

上鳥羽あんしん・あんぜんパレード 1 7 7

５年ぶりの開催となったため、子ども達は初めてパ
レードに参加した。小学校では起震車で地震の体験を
したり、水消火器を使って放水の訓練をした。普段地
震の体験はなかなか出来ないので、子ども達にとって
は貴重な体験になった。

こどももちつき会 1 6 6 本格的な餅つきをする。あまりお餅をつく機会がない
ので、子ども達は楽しんで参加していた。

鯉のぼりによるまちづくり 1 5 5
地域の方から上鳥羽の鯉のぼりのお話を聞いたり、手
描きの鯉のぼりの展示を見せてもらう。また、絵付け
の体験ではみんな慎重に色を塗っていて、子ども達に
とってとても良い経験になった。

1377

南区役所・南警察署・
南消防署・京都府警
音楽隊・上鳥羽小学校

参　加　人　数
小１～３年 小４～６年

合　計

20768 314 7 3104

成果と課題主　　催 連携団体
中高生

781 350

あんしん・あんぜん
上鳥羽推進委員会

上鳥羽北部いきいき
市民活動センター

上鳥羽南部いきいき
市民活動センター

山ノ本児童館
中唐戸児童館

ー

成望館

大人

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

基
　
　
　
　
　
　
本
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

(1)地域住民との
　 交流を促進する
   活動

活　　動　　名

合　　　　計

実施回数

112

乳幼児

第２ブロック 南区の児童館

山ノ本こども園
上鳥羽保育園
村山保育園

中唐戸児童館・洛陽児童館・
祥豊児童館・吉祥院児童館・
唐橋児童館・山ノ本児童館

洛南イオン
南区役所

山ノ本児童館

上鳥羽自治連合会

児童館・保育園
上鳥羽北・南部いきいき市民
活動センター
上鳥羽小学校各種団体

山ノ本こども園

下・南ブロック児童館
学童保育所 各種団体

山ノ本児童館 龍谷大学

末広会

山ノ本児童館

京都３B体操協会

山ノ本児童館

南区健康作りサポーター
健康チャレンジャー

山ノ本児童館
山ノ本こども園

山ノ本児童館

山ノ本児童館
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中高生 大学生 大　人 合　計

上鳥羽小学校・祥栄小学校

こども園いしはら
村山保育園・上鳥羽保育園
洛南中学校

吉祥院図書館

南区警察署
南区社会福祉協議会
安心・安全連絡協議会

南区保健センター
洛南イオン
南青少年活動センター
第２ブロック児童館学童保育所 下・南ブロックやんちゃフェスタ・第2ブロックオニム大会 子ども同士の交流の場となっている。

地
域
福
祉
促
進
機
能

基
本
活
動

10代・20代前半のパパママ応援事業での場所の提供
利用しやすい施設なので参加者も多く、児童館を知ってもらう良い機会となった。

今年度は利用する機会はなかったが、児童館の窓口として引き続き活動していきたい。

子育て支援ルーム
「すくすくみなみ」

順番に担当館を決め、保健センターにて来館された乳幼児親子と関わる。 本格的に再開したことで、利用者の方々も喜んでおられた。

４か月健診での児童館紹介のチラシの配布 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止。
乳幼児親子のイベントの企画に賛同していただき、場所の提供をしてくださる。

夏の夜市に参加・コーナーの設置。安心・安全パレードに参加 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、中止。

上鳥羽連合自治会 児童館だより(乳幼児編も含む）の地域回覧に協力していただく。 児童館を周知してもらえる、よい機会となった。

南区消防署 避難訓練の実施
それぞれの訓練を通して、子ども達の日々の意識づけに繋げられた。

防犯訓練の実施
毎月のおたより配布、情報の交換 広い地域で、児童館を知ってもらうきっかけとなった。

上鳥羽南部いきいき
　　　　　市民活動センター

毎月のおたより配布、行事での場所借用、諸事業での共催・協力
鯉のぼりによるまちづくりの開催

協力してもらうことで、地域を巻き込んだ大きな事業を行うことが出来た。

上鳥羽北部いきいき
　　　　　市民活動センター

諸事業での協力 チラシを配布したり、行事に参加したりした。

毎月のおたより配布。情報交換 学童児の情報交換などを行い、連携を図ることが出来た。
毎月のおたより配布・基幹ステーション事業 学童児の情報交換などを行い、連携を図ることが出来た。

(3)地域との連携を
　促進する活動

情報交換・職場体験の受け入れ 職場体験を通して、連携を図ることができた。

毎月のおたより配布 おたよりを置いてもらうことにより、児童館を知ってもらう機会となっている。

山ノ本こども園
毎月のおたよりの配布・情報交換、子育て支援活動の共催・協力
各行事の見学・世代交流（ひだまりの会）・基幹ステーション事業

保育園との共催事業では人手も増えるので、活動内容を充実させることができた。

「お店屋さん」や「児童館まつり」・「クリスマス会」などで、子ども達のサポート役として参加
してもらっており、とても助かっている。

合　計
4 26 7 37

6

連　　携　　団　　体　　等 連　　　　　携　　　　　内　　　　　容 成　　　果　　　と　　　課　　　題

毎月のおたよりの配布・諸行事の見学・情報交換 学童児についての情報を共有することで連携を図り、信頼関係を持つことができた。

(2)ボランティア
　　活動の推進 大学・サークル等の活動

6

行事等の要員
20 7

活　　動　　内　　容
活　　動　　人　　数

成　　　果　　　と　　　課　　　題

27

大型行事を行うために、ボランティアとして参加してもらう。人手が多くあることで、充実した内
容を行うことができた。

生き方探求チャレンジ体験
4 4

洛南中学校の学生が、４日間職場体験をする。学童児や利用者の方々と関わることで、児童館の役
割を理解してもらえたように思う。
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(4)児童館を支える地域
   組織作り

(5)地域への施設提供

(6)地域調査活動

利用者のニーズや思いの把握に役立った。

場所提供をすることにより、地域の方々に児童館の
存在を知ってもらい、職員との交流もより深まった。

自分の意見を主張しつつ、相手の意見も
尊重することで、会議などを円滑に
進めるにあたり、とても役立つもので
あった。

末広会

児童館の利用者アンケート 参加者の意識調査 児童館利用者とその保護者京都市社会福祉協議会 配布・回収

成果と課題調査名

年１回
職場における「アサーションスキル」を
講師の方をお招きして研修を行う。

会議／取組頻度 議題／取組内容 成果と課題

成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的

調査主体 調査方法

組織名称

会場提供

会場提供・備品貸出等

基幹ステーション研修

上鳥羽保育園・村山保育園・山ノ本こども園
中唐戸児童館・山ノ本児童館
上鳥羽小学校校長・上鳥羽絆会会長
民生委員会長・南区社会福祉協議会

調査対象

卓球

地
　
　
　
域
　
　
　
福
　
　
　
祉
　
　
　
促
　
　
　
進
　
　
　
機
　
　
　
能

構成団体・個人

基
　
本
　
活
　
動

推
　
進
　
活
　
動

年２回

年３回

スマイル 南区の児童館 年３回程度（各館）

イオン洛南店児童館PR活動

基幹ステーション会議

唐橋児童館・中唐戸児童館・洛陽児童館
祥豊児童館・吉祥院児童館・山ノ本児童館
上鳥羽保育園・村山保育園・山ノ本こども園
中唐戸児童館・山ノ本児童館

年４回程度（各館）南区の児童館４ヶ月健診でのPR活動

「南区子育て支援ルーム」を利用される方
への対応・子どもの見守り。

参加された方々は、みなさんとても
喜んでおられた。

事業計画や企画内容の話し合い
役割分担など。

各々意見を出し合い、話し合いを
スムーズに行えた。

洛南イオン内スペースにて、魚つりや
おもちゃ遊び・パネルシアターなどを行う。

たくさんの方々の参加があった。
子ども達も手作りおもちゃ遊びやパネルシア
ターを楽しんでいた。

健診に来られた保護者に、児童館の宣伝
をする。

新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、中止。
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基幹ステーション事業ポスター 地域住民、関連施設
（保育園・支援センター・活動センター） 掲示版、取組み参加者へ配布

公園であそび隊のポスターを作成し、各保育園や児童館で
掲示する。乳幼児クラブで声をかけたり、遊びに来られた
乳幼児親子に案内をして広報した。

お店屋さん ポスター・チラシ 年２回 地域住民・上鳥羽・祥栄小学校児童
掲示版、小学校から各家庭に配
布

チラシは児童館だよりと一緒に、全校生徒に配布しても
らったこともあり、より多くの子ども達に行事を知っても
らえた。

楽気クリスマス会　ポスター・チラ
シ 年１回 地域住民・上鳥羽・祥栄小学校児童

掲示版、小学校から各家庭に配
布

チラシは児童館だよりと一緒に、全校生徒に配布しても
らったこともあり、より多くの子ども達に行事を知っても
らえた。

学童だよりに掲載するには情報量が多いものを、別途チラ
シを作成し、配信した。保護者には直接目を通してもらえ
るので、行事の把握をしてもらえた。

おたよりに掲載したり、チラシを手渡しするなどして広報
した。

チラシは児童館だよりと一緒に、全校生徒に配布しても
らったこともあり、より多くの子ども達に行事を知っても
らえた。乳幼児クラブでも声をかけたことにより、幼児さ
んの参加も増えた。

乳幼児親子に児童館の活動を知ってもらうため、毎月南は
ぐくみだよりに行事予定を掲載している。お母さん方も毎
回目を通しておられて、他館の予定とも調整しながら参加
されていた。

掲示版、小学校から各家庭に配
布

案内・参加申し込み

案内・参加申し込み

月間行事予定・案内

掲示版、小学校から各家庭に配
布

南はぐくみだよりに掲載

学校内に掲示 中高生の卓球利用について

成果と課題

学校で全校生徒に配布し、広報としての機能を十分果たし
ている。行事の参加者が増えるように、遊びに来た時を広
報の機会ととらえ、来館に繋げていく。

乳幼児クラブでの配布や地域の回覧板やHPも閲覧されてい
るので、広報としての機能は十分に果たしている。より分
かりやすく様子を伝えるために、活動の写真を載せるなど
をして工夫をしている。

写真などを活用し、各家庭の保護者に普段の様子や諸行事
などの情報をしっかりと伝えている。また、お便りを配信
することにより、渡し忘れを防ぎ、保護者にも目を通して
もらいやすくなった。

継続をする子ども達に配布する。遊びに来た高学年の子ど
も達に声をかけたり、児童館だよりや掲示板にも記載した
りして、幅広くクラブを広報した。

広報方法

町内回覧・小学校から各家庭に配布
してもらう。

町内回覧・乳幼児クラブ利用者へ配
布・マンションの掲示板にてポス
ター掲示

学童児童に配布

高学年クラブ登録者に配布
随時応募者に手渡し

学童児童に配布

広報はしているが、今年度も参加はなかった。

広報内容

月間行事予定・案内・先月の様子など

月１回

年１回

地域住民

洛南中学校生徒

広報対象

地域住民、上鳥羽・祥栄小学校、
関連施設
（保育園・支援センター・南部いきいき市民
活動センター・南区社会福祉協議会・吉祥院
図書館）

地域住民、関連施設、
（保育園・支援センター・南部いきいき市民
活動センター・南区社会福祉協議会・吉祥院
図書館）

学童クラブ保護者

高学年クラブ登録者
高学年の児童

学童クラブ児童

地域住民・上鳥羽小学校児童

地域住民・上鳥羽・祥栄小学校児童

発行頻度

月1回

随時

年１回

年１回

広
　
　
　
　
　
　
報
　
　
　
　
　
　
活
　
　
　
　
　
　
動

広報物の種類

児童館だより

乳幼児だより

学童クラブだより

高学年クラブ・入会申し込み書

学童クラブ・行事チラシ

ブロックやんちゃフェスタ
チラシ

児童館まつり&おばけやしき
ポスター・チラシ

南子どもはぐくみ局
「親子で遊びに行ける場所・行事予定表」

洛南中学校
中高生の卓球利用についてのポスター掲示


